
大
気
社

　
大
気
社
は
多
彩
な
排
気
処
理

シ
ス
テ
ム
を
そ
ろ
え
、
環
境
負

荷
低
減
に
貢
献
す
る
。
「
Ｎ
Ｍ

Ｐ
回
収
シ
ス
テ
ム
」
は
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
の
製
造
に
不
可

欠
な
ノ
ル
マ
ル
―
メ
チ
ル
ピ
ロ

リ
ド
ン
Ｎ
Ｍ
Ｐ
の
回
収
処
理

を
行
う
。
回
収
し
た
Ｎ
Ｍ
Ｐ
は

水
分

％
以
下
と
高
純
度
な
た

め
再
利
用
が
可
能
だ
。
ま
た
、

排
気
の
完
全
ク
ロ
ー
ズ
ド
化
と

高
効
率
熱
回
収
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
環
境
保
護
と
省
エ
ネ
、
コ
ス

ト
削
減
を
両
立
す
る
。

　
他
に
も
蓄
熱
式
直
接
燃
焼
排

ガ
ス
処
理
装
置

Ｒ
Ｔ
Ｏ

や

溶
剤
ガ
ス
吸
着
濃
縮
処
理
装
置

「
ア
ド
マ
ッ
ト
」
な
ど
、
用
途

に
合
わ
せ
た
製
品
を
提
供
す

る
。

ＶＯＣ排出抑制対策継続が重要
　
２
０
０
６
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
改
正
大
気
汚
染
防
止
法
に
お
け
る
揮
発
性
有
機
化
合
物

Ｖ
Ｏ
Ｃ

排
出

規
制
に
は

以
上
の
業
界
団
体
が
参
加
し
、
法
規
制
と
自
主
的
取
り
組
み
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
で
、

年
度
に

年
度
比
３
割
程
度
の
削
減
と
い
う
目
標
を
達
成
し
た
。
環
境
省
の
中
央
環
境
審
議
会
大
気
環
境
部
会
揮
発
性
有
機

化
合
物
排
出
抑
制
専
門
委
員
会
は
「
今
後
の
揮
発
性
有
機
化
合
物

Ｖ
Ｏ
Ｃ

の
排
出
抑
制
対
策
の
在
り
方
に
つ

い
て
」
案
を
ま
と
め
た
。
今
後
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
量
の
状
況
把
握
を
行
い
、
一
般
環
境
に
お
け
る
Ｖ
Ｏ
Ｃ
を
構
成
す

る
各
成
分
の
濃
度
の
測
定
を
継
続
し
て
実
施
し
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く
考
え
だ
。

効
率
的
体
系
づ
く
り
を

有
力
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉

新
東
工
業

　
新
東
工
業
は
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
分
解

除
去
に
加
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
活
用
に
よ
る
省
エ
ネ
化
や

二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
の
削
減
を
提
案
す
る
。
蓄
熱

燃
焼
式
排
ガ
ス
浄
化
装
置
「
デ

オ
サ
ー
モ
」
は
Ｖ
Ｏ
Ｃ
を

―

％
分
解
除
去
し
、
ハ
ニ
カ
ム

セ
ラ
ミ
ッ
ク
蓄
熱
体
に
よ
る
熱

交
換
効
率

％
、
省
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
な
ど
の
特
徴
を
持
つ
。

　
ま
た
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
燃
焼
時
の
廃

熱
は
ボ
イ
ラ
な
ど
で
補
助
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
再
利
用
で
き

る
。
さ
ら
に
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
濃
縮
装

置
を
利
用
す
る
こ
と
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
、
Ｃ
Ｏ
２
の
さ
ら

な
る
削
減
に
効
果
を
発
揮
す

る
。

内
藤
環
境
管
理

　
内
藤
環
境
管
理
は
環
境
分
析

分
野
に
お
け
る

年
の
経
験
を

生
か
し
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
抑
制
測

定
業
務
を
実
施
し
て
い
る
。
約

１
７
０
０
施
設
以
上
で
の
採

取
、
測
定
を
行
っ
て
き
た
実
績

を
持
つ
。

　
同
社
は
Ｖ
Ｏ
Ｃ
測
定
以
外
に

も
、
作
業
環
境
測
定
や
快
適
環

境
創
造
に
向
け
て
総
合
的
な
環

境
測
定
、
製
品
中
の
電
子
・
電

気
機
器
に
含
ま
れ
る
特
定
有
害

物
質
規
制

Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ

分

析
、
さ
ら
に
は
放
射
性
物
質
の

測
定
に
も
取
り
組
む
。
ま
た
、

化
学
分
析
専
門
会
社
か
ら
快
適

環
境
創
造
業
へ
の
飛
躍
の
た

め
、
顧
客
の
「
何
と
か
し
た

い
」
気
持
ち
に
応
え
る
体
制
構

築
に
努
め
て
い
る
。

篠
原
電
機

　
篠
原
電
機
は
光
イ
オ
ン
化
式

ガ
ス
検
知
セ
ン
サ
ー

Ｐ
Ｉ

Ｄ

技
術
を
駆
使
し
た
超
高
感

度
セ
ン
サ
ー
搭
載
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
検

知
器

Ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
Ｒ
Ａ
Ｅ
３
０

０
０
、
Ｕ
ｌ
ｔ
ｒ
ａ
Ｒ
Ａ
Ｅ
３

０
０
０
な
ど

を
販
売
す
る
。

「
他
社
で
も
扱
う
も
の
を
売
っ

て
い
て
も
差
別
化
で
き
な
い
。

高
精
度
Ｐ
Ｉ
Ｄ
方
式
の
検
知
器

に
特
化
す
る
」
と
方
向
性
を
明

確
に
す
る
。

　
同
社
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
検
知
器
は
排

出
濃
度
の
順
守
・
管
理
に
有
用

で
、
化
学
・
石
油
・
印
刷
工
場

の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
処
理
装
置
や
、
土
壌

汚
染
調
査
、
消
防
な
ど
の
分
野

で
も
採
用
さ
れ
、
徐
々
に
実
績

を
伸
ば
し
て
い
る
。

日
本
テ
ス
ト
パ
ネ
ル

　
日
本
テ
ス
ト
パ
ネ
ル
は
経
営

革
新
計
画
承
認
企
業
。
同
社
の

排
ガ
ス
清
浄
化
装
置
「
グ
ロ
ー

バ
ル
ク
リ
ー
ン
」

特
許
取
得

済
み

が
好
評
だ
。
同
装
置
は

ミ
ス
ト
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
混
在
し

た
臭
気
ガ
ス
の
処
理
に
最
適
。

ミ
ス
ト
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
汚
染
粒

子
は
電
気
集
塵
機
で
捕
集
し
、

臭
気
ガ
ス
は
吸
着
能
力
が
高

く
、
加
え
て
再
生
可
能
な
吸

着
材
で
除
去
す
る
シ
ス
テ
ム

で
、
個
々
の
機
器
の
特
徴
を
最

大
限
に
生
か
し
た
装
置
だ
。

　
同
装
置
を
採
用
す
る
と
、
従

来
の
直
接
燃
焼
方
式
、
触
媒
燃

焼
方
式
の
処
理
装
置
よ
り
、
設

備
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど

を
低
減
で
き
る
。

コ
ー
ベ
ッ
ク
ス

　
コ
ー
ベ
ッ
ク
ス
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
溶

剤
回
収
装
置
は
塗
料
会
社
な
ど

で
の
実
績
が
多
い
。
ま
た
、
こ

の
技
術
を
応
用
し
、
ド
ラ
イ
ラ

ミ
ネ
ー
ト
加
工
の
現
場
で
発
生

す
る
酢
酸
エ
チ
ル
ガ
ス
を
溶
剤

回
収
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
し

か
し
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
が
発
生
し
拡
散

す
る
と
、
大
気
中
の
水
分
が
大

量
に
酢
酸
エ
チ
ル
に
吸
収
さ

れ
、
回
収
溶
剤
と
し
て
す
ぐ
に

使
え
な
い
問
題
が
あ
っ
た
。

　
今
回
、
同
社
が
開
発
し
た
酢

酸
エ
チ
ル
回
収
脱
水
装
置
は
処

理
範
囲
が
広
く
、
酢
酸
エ
チ
ル

の
水
分
分
離
に
つ
い
て
は

％

以
上
の
効
果
が
得
ら
れ
る
。
ま

た
、
消
耗
品
を
使
用
せ
ず
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
安
い
の
も

特
徴
だ
。

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 １２月４日 火曜日 　　

新
た
な
削
減
目
標

　
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
量
を
削
減
す

る
改
正
大
気
汚
染
防
止
法
は

産
業
界
が
一
丸
と
な
り
、
工

場
な
ど
の
固
定
発
生
源
か
ら

の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
規
制
、
自
主

的
取
り
組
み
が
講
じ
ら
れ

た
。
Ｖ
Ｏ
Ｃ
は
光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト

Ｏ
Ｘ

お
よ
び

浮
遊
粒
子
状
物
質

Ｓ
Ｐ

Ｍ

を
生
成
す
る
物
質
で
あ

る
。
Ｏ
Ｘ
は
大
気
中
の
Ｖ
Ｏ

Ｃ
を
含
む
有
機
化
合
物
と
窒

素
酸
化
物

Ｎ
Ｏ
Ｘ

の
混

合
系
が
紫
外
線

Ｕ
Ｖ

照

射
に
よ
る
反
応
で
生
成
さ
れ

る
。
Ｏ
Ｘ
は
頭
痛
や
め
ま
い

な
ど
、
人
体
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
。
そ
の
た
め
、
Ｏ
Ｘ
注

意
報
を
低
減
さ
せ
る
た
め
、

Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
量
の
削
減
が
急

務
と
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
産
業
界
に
削
減

目
標
が
課
せ
ら
れ
た
。
化
学

製
品
製
造
に
お
け
る
乾
燥
施

設
、
塗
装
施
設
の
乾
燥
・
焼

き
付
け
施
設
な
ど
の
代
表
的

な
６
施
設
類
型
の
う
ち
、
Ｖ

Ｏ
Ｃ
排
出
量
が
多
く
大
規
模

と
思
わ
れ
る
施
設
を
法
規
制

の
対
象
に
し
た
。

　
政
府
は
関
係
す
る
業
界
団

体
に
協
力
を
あ
お
ぎ
、
各
会

員
企
業
に
対
策
を
促
し
た
。

こ
の
結
果
、

年
度
の
Ｖ
Ｏ

Ｃ
排
出
量
は

年
度
比

・

１
％
減
の

万
１
４
２
０

と
目
標
を
大
き
く
上
回
っ

た
。
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
量
の
削
減

が
順
調
に
推
移
し
た
た
め
、

制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
は

特
段
の
必
要
性
は
認
め
ら
れ

な
い
。
新
た
な
削
減
目
標
は

設
定
せ
ず
に
現
在
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ

排
出
抑
制
制
度
を
継
続
し
て

い
く
と
さ
れ
る
。

　
一
方
、
工
業
塗
装
施
工
業

者
や
塗
装
機
器
設
備
関
連
業

者
な
ど
の
集
ま
り
「
工
業
塗

装
高
度
化
協
議
会
」
は
、
Ｖ

Ｏ
Ｃ
排
出
量
の

年
度
比
３

割
削
減
達
成
後
も
協
議
会
と

し
て
新
た
な
目
標
を
た
て
、

積
極
的
に
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
量
を

削
減
し
て
い
く
考
え
だ
。
Ｖ

Ｏ
Ｃ
排
出
量
を
削
減
す
る
こ

と
で
従
業
員
の
健
康
を
守
る

と
同
時
に
、
塗
装
機
器
の
洗

浄
方
法
の
見
直
し
に
よ
る
溶

剤
使
用
量
の
削
減
が
実
現
で

き
る
。

事
業
者
の
負
担
軽
減

　
今
後
の
取
り
組
み
と
し

て
、
事
業
者
の
負
担
軽
減
に

留
意
し
、
よ
り
効
率
的
な
体

系
づ
く
り
の
推
進
が
重
要
と

考
え
る
。
検
討
さ
れ
て
い
る

の
は

法
定
検
査
回
数
の
削

減
な
ど

Ｖ
Ｏ
Ｃ
か
ら
除
く

物
質
の
追
加

緊
急
時
の
措

置
―
。

　
法
定
検
査
回
数
に
つ
い
て

は
現
在
、
年
２
回
以
上
が
規

定
だ
が
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
施
設

を
稼
働
さ
せ
て
い
る
時
間
帯

で
最
も
濃
度
負
荷
の
か
か
る

と
き
に
測
定
し
排
出
基
準
を

下
回
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

で
き
れ
ば
、
基
準
の
順
守
状

況
を
把
握
で
き
る
。
そ
の
た

め
、
最
も
濃
度
負
荷
の
か
か

る
と
き
に
年
１
回
以
上
測
定

す
れ
ば
十
分
補
え
る
と
考
え

る
。

　
Ｖ
Ｏ
Ｃ
か
ら
除
く
物
質

は
、
Ｏ
Ｘ
お
よ
び
Ｓ
Ｐ
Ｍ
の

生
成
原
因
に
な
ら
な
い
物
質

と
し
て
メ
タ
ン
な
ど
の
８
種

類
を
定
め
て
い
る
。
今
後
、

検
討
会
な
ど
で
最
新
の
有
用

な
情
報
を
収
集
し
、
メ
タ
ン

と
同
等
以
下
の
光
化
学
反
応

性
を
有
す
る
と
い
う
科
学
的

知
見
が
得
ら
れ
た
物
質
に
お

い
て
は
適
用
除
外
物
質
へ
の

追
加
が
検
討
さ
れ
る
。

　
緊
急
時
の
措
置
で
は
、
気

象
状
況
の
影
響
で
大
気
汚
染

が
急
激
に
著
し
く
な
り
、
人

の
健
康
な
ど
に
重
大
な
被
害

が
生
ず
る
な
ど
政
令
で
定
め

る
場
合
に
該
当
す
る
事
態
に

な
っ
た
ら
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
者

に
対
し
濃
度
の
減
少
、
排
出

施
設
の
使
用
制
限
な
ど
を
適

用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
よ
り
的
確
な
緊
急
時
の

措
置
に
向
け
排
出
イ
ン
ベ
ン

ト
リ
の
精
緻
化
、
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
高
度
化

な
ど
を
推
進
し
、
措
置
の
あ

り
方
を
検
証
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排

出
抑
制
対
策
が
行
わ
れ
て
い

な
い
施
設
や
屋
外
な
ど
の
現

場
に
も
注
意
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

専
門
委
立
ち
上
げ
も

　
改
正
大
気
汚
染
防
止
法
の

目
標
を
達
成
し
た
も
の
の
、

Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
抑
制
対
策
の
継

続
は
求
め
ら
れ
、
ま
た
行
政

と
し
て
も
新
た
な
措
置
や
取

り
組
み
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
。
一
方
、

年
度
の
Ｏ
Ｘ

の
環
境
基
準
達
成
率
は
０
％

と
著
し
く
低
い
。
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排

出
量
の
削
減
と
Ｏ
Ｘ
発
生
の

減
少
が
全
て
直
接
的
に
影
響

す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら

だ
。
Ｕ
Ｖ
と
の
光
反
応
に
よ

り
発
生
す
る
Ｏ
Ｘ
を
、
現
段

階
で
正
確
に
把
握
・
抑
止
す

る
こ
と
は
大
変
難
し
い
。
そ

の
た
め
、
環
境
省
は
Ｖ
Ｏ
Ｃ

削
減
と
同
時
に
、
Ｏ
Ｘ
生
成

機
構
の
解
明
を
進
め
る
。

　
ま
た
、
産
業
の
活
性
化
が

進
む
ア
ジ
ア
大
陸
か
ら
の
越

境
移
流
と
植
物
起
源
の
Ｖ
Ｏ

Ｃ
排
出
量
の
把
握
が
課
題
と

し
て
あ
る
。
ほ
か
に
も
、
健

康
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
微
小
粒
子
状
物
質

Ｐ
Ｍ

２
・
５

に
つ
い
て
も
、
Ｖ

Ｏ
Ｃ
の
関
係
性
が
問
題
に
あ

が
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
問

題
解
決
に
向
け
、
環
境
省
で

は
総
合
的
な
検
討
を
行
う
専

門
委
員
会
の
立
ち
上
げ
を
検

討
し
て
い
る
。

　
産
業
界
と
し
て
は
こ
れ
ま

で
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
抑
制
対
策

を
継
続
さ
せ
る
と
同
時
に
、

従
業
員
の
健
康
を
守
る
た
め

に
も
自
主
的
に
削
減
に
向
け

た
対
策
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。


